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2001年

◆第3期富士通環境行動計画策定
◆カレンダーに植林木採用
◆マレーシアで植林活動

67年前、自然と共生する庭園様式の工場から、
私たちの環境活動は始まりました。
創業以来、富士通グループは自然と調和する事業活動を常に見つめ続けてきました。

私たちの環境保全への思いは、これからも豊かな実を結んでいきます。

1935年

◆川崎工場設立時、初代吉村社長の提言により庭園様式を
取り入れる

1972年

◆各工場に環境管理課設置

1987年

◆オゾン層保護対策委員会発足

1989年

◆環境対策委員会発足

1990年

◆環境管理評価システム実施

1991年

◆環境技術推進センター発足

1992年

◆富士通環境憲章制定
◆洗浄用フロン、四塩化炭素全廃
◆省エネルギー対策委員会発足

1993年

◆製品再資源化委員会発足
◆廃棄物対策委員会発足

◆第1期富士通環境行動計画策定
◆製品環境アセスメントガイドライン実施

◆関係会社環境問題連絡会議発足
◆環境情報サービス（FJ- CUG）開設

1994年

◆環境広報誌エコプラザ創刊
◆1,1,1-トリクロロエタン全廃
◆第1回富士通グループ環境技術展開催
◆環境シンボルマーク制定
◆海外環境情報ネットワーク運用開始

1995年

◆環境マネジメントシステム委員会発足
◆リサイクルシステム運用開始

◆海外グループ環境問題連絡会議発足

1996年

◆第2期富士通環境行動計画策定
◆イントラネット「環境技術推進センターホームページ」開設
◆化学物質排出削減委員会発足
◆環境活動報告書初版発行

1997年

◆ホームページ「環境のコーナー」開設
◆国内全製造工場にてISO14001認証取得完了

1998年

◆タイで植林活動
◆グリーン製品発表

1999年

◆環境会計制度の導入
◆ベトナムで植林活動

2000年

◆国内開発・サービス4事業所にてISO14001認証取得完了
◆環境本部発足
◆デスクトップパソコンで、初のエコマークを取得

環境管理活動の沿革
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